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は じ め に

地図は表象された空間の事実を縮尺し記号化したもので、実際の空間とは異

なるものの、1 枚の地図でトータルな空間の把握が可能になることから、その

利用価値は高い。とくに国土基本図としての地形図は、1880 年（明治 13）の迅
じん

速
そく

図、それに続く仮製図や輯
しゅうせい

製図の作成以降、国の事業として今日まで継続し

て発行され、国土全域をカバーしている。

かつて物理学者の寺田寅彦は、世の中で安いものを列挙すれば、その筆頭に

挙げられるものの 1 つは、5 万分の 1 地形図とし、「その 1 枚から、われわれが

学び得らるる有用な知識は到底金銭に換算することができないほど貴重なもの

である」（『寺田寅彦随筆集』第 5 巻）と述べている。

実際、その時代、時代で発行された地形図は、作成当時の世相を反映し、地

域の姿や情報を伝えている。それゆえ古い地形図は、現在の風景の謎を解く鍵

でもあり、風景の歴史を探る楽しみを与えてくれる。じっくり見れば見るほど

味がある。

この古い地形図と現在の地形図の「時の断面」を比較することにより、我々

が住んでいる地域は、どのように変貌してきたのかを視覚的にとらえようとの

主旨のもとに、2008 年に『地図で読み解く 日本の地域変貌』、さらに 2017 年

に、そのハンディタイプ版として『読みたくなる「地図」― 日本の都市は どう

変わったか』のタイトルで、東日本編、西日本編の 2 冊を海青社から刊行した。

これらの本は、見開きの左の頁に古い地形図、右の頁に現在の地形図を配置す

る比較の手法を取り入れたもので、そのことが読者に興味を持っていただいた

のか、いずれも増刷に至った。

今回、その姉妹編として広く国土の変貌を捉えるため、5 万分の１地形図、

20 万分の１地勢図や輯製図などを用いた『読みたくなる「地図」 国土編 ― 日本

の国土は どう変わったか』を刊行することにした。古くから日本人は限られた

国土のなかで原野を開拓し、海を干拓、埋め立てるなど生活空間を拡大すると

ともに、さまざまな産業を生み出してきた。だが、今日、日本は人口減少社会

に突入し、生活空間も縮小へと向かうなか、本書は、これまでの国土政策を振

り返る足がかりとなるよう、国土の変貌を「地図で読む」ことを意図した。本

書を手がかりに読者が新旧の地図を比較することによって、いくらかでも地図

に興味を覚えられれば、編者にとって望外の喜びである。

　2019 年 2 月 10 日

平 岡 昭 利　
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図8-2　2012年頃の八郎潟干拓地　（20 万分の 1 地勢図「深浦」「男鹿」「秋田」 平 16 修、「弘前」平 24 要修、原寸）

費 852 億円を投入した大規模な干拓工事は、20 か年
に及ぶ歳月をかけて完了した。もとの八郎潟の約 4 分
の 3 が干拓され、残りの湖面が調整池（残存湖）や承水
路として残された。日本海と八郎潟とを結んでいた船
越水道には、大きな防潮水門がつくられた。これによ
り、日本海から調整池に海水が入り込むのが阻止され、
調整池の水が淡水化され、これを農業用水として使用
することが可能となり、大潟村も周辺の農村も水不足
の心配から解放された。

大潟村は全域が海抜ゼロメートル以下にある。大潟
村を取り囲む堤防は、軟弱なヘドロの上に厚さ十数

メートルの砂を置き、その上にさらに数メートルの盛
り土をして造成されたものである。大潟村役場や住宅、
公共施設などが集中している総合中心地（集落地）の海
抜も–1 mである。

もともと大潟村がつくられた目的は、「干拓してで
きた大地に、日本農業のモデルとなるような生産性お
よび所得水準の高い農業経営を確立して、豊かで住み
よい近代的な農村社会をつくる」ことであった。この
目的に賛同して、大潟村への入植希望者が全国各地か
ら集まり、多数の応募者の中から入植者が選ばれた。

1966 年（昭和 41）、最初の第 1 次入植者 56 名が選ば

8. 八郎潟干拓地 ― 大潟村の誕生と変容

大規模な干拓工事が行われる以前の八郎潟は、東
西 12 km、南北 27 km、琵琶湖に次ぐ日本第 2 の面積

（総面積 2 万 2 ,024 ha）をほこる湖であった。八郎潟は
雄
お

物
もの

川と米
よね

代
しろ

川の流出土砂などで、男
お

鹿
が

の島が陸
りく

繋
けい

島
とう

になって形成された海跡湖であり、南部の船越付近で
日本海に通じており、淡水と海水が混じり合う汽水湖

（半かん湖）であった。
八郎潟の水深は浅く、最も深い所でも 4 〜 5 mほど

であり、しかも湖底は平坦であった。このため、八郎

図8-1　1889年頃の八郎潟　（20 万分の 1 輯製図 「秋田」明 23 年輯、 「弘前」 「男鹿島」 明 22 年輯、原寸）

潟は干拓しやすい条件を備えており、古くから幾度と
なく干拓が計画されてきた。しかし、大規模干拓が実
行に移されたのは、食糧事情がひっ迫した第 2 次世界
大戦後のことである。干拓地（ポルダー）が多く、干拓
工事の先進技術を有していたオランダの技術協力を得
て、1957 年（昭和 32）から国営事業として、わが国最
大の農村計画である八郎潟の大規模干拓事業が始まっ
た。

1963 年（昭和 38）に中央干拓堤防が完成し、翌 1964
年、干拓前は湖底であった中央干拓地に地方自治体と
して「大潟村」が誕生した。1977 年（昭和 52）、総事業

八郎潟
秋田

青森

4㎞0

8. 八郎潟干拓地 ｜ 19
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「佐倉」明 20 輯、「横須賀」「大多喜」明 19 輯、原寸） 

11. 東京湾 ― 陸の拡大・海の縮小

2 枚の図を見比べて、一目瞭然なことがふたつある。
ひとつは、海が小さくなった ― すなわち、埋め立て
が進行し、陸地部分の拡大＝海洋部の縮小が行われ
た ― ことがわかる。

単純に、千葉県・東京都（東京府）・神奈川県の陸地
面積

1）

を比較すると（表 11-1）、図 11-1 の作成された
1887 年（明治 20）前後、「府県統計書」によると三府県
合計で 8 ,488 .15 km2 の面積を有する。これが 2017 年
になると国土地理院の「全国都道府県市区町村別面積
調」で 9,361 .16 km2 と、873 .01 km2 も面積が増えてい
ることがわかる。2017 年段階で、一番小さな香川県
の面積が 1 ,876 .77 km2 なので、その半分近くが 1887
年から 2017 年の約 130 年間で増えたことになる。数
字はあくまで、都県全体を示したものなので、図
11-1・2 の図郭範囲外も含まれるが、埋め立てのほと
んどが東京湾で行われていることを考えると、その進
行が顕著であることがわかろう。

もともと東京湾（江戸湾）は浅瀬であり、埋め立てに
適していた。江戸築城時には、堀の掘削土を使用し、
また、江戸期を通じゴミ・貝殻を利用しての埋め立て
が行われていた。実は、図 11-1 でも埋め立ての歴史
が確認できる。品川沖に七つの陸地が点在している。
これが品川台場（図 11-2）、現在の東京臨海副都心地
区である。遠浅な海が広がっていた様子は、図 11-1
で確認可能である。多摩川・江戸川・養老川・小

お

櫃
びつ

川
などで運ばれた土砂が堆積している姿が確認できよう。

一言で「東京湾」と呼称するが、流入する土砂によ
り水深が浅く大型船が停泊できなかった東京港と、水
深が深くかつ開港場に指定され大型船が停泊可能で
あった横浜港といった地域的差異は存在していた。
1923 年（大正 12）の関東大震災の際にも、救援船が東
京港に停泊できず、艀

はしけ

作業で困難を極めたことから東
京築港の必要性が喚起され、高度経済成長期を通じ埋
め立て地の拡大が続く。この埋め立てには、大型船の
停泊を可能にするために、海洋部で行われた浚渫作業
による土砂とともに、川砂、後に山砂が使われるとも
に、都市部で大量に発生するゴミが最終処分され埋め
立てられていった。

一方で、埋め立ての進行は、埋め立て地の帰属につ
いて問題が顕在化することもある。たとえば、東京都
中央防波堤地区は、当初、江東区・大田区・港区・品
川区・中央区の協議で帰属が決まるはずだった。2018
年現在、港区・品川区・中央区は帰属協議から撤退、
一方、江東区・大田区は、中央防波堤地区全部の帰属
を主張し、帰属問題は不透明である。

明瞭な差異のふたつ目が、都市部の拡大・伸張であ 図11-1　1888年頃の東京湾　（20 万分の 1 輯製図「東京」明 21 輯、 4㎞0
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る。図 11-1 が作成された 1887 年（明治 20）前後、市街
地が大規模に集積しているのは、東京と横浜ぐらいで
あり、神奈川県内で川崎、東京府内で大森、千葉県内
で舟橋・馬

まくわり

加（幕
まく

張
はり

）・検
け

見
み

川・千葉などで小規模な集
積が見られるだけである。東京においては、都市の
連接が始まっており、品川・大崎・渋谷・内藤新宿（も
しくは中野、角筈）・巣鴨・千住・亀戸・砂村あたりま
でが東京市と一体化しているのがわかる。これが、図
11-2 の段階では、東京 ― 川崎 ― 横浜は連続した都市に
なりその境目を見いだすことは出来ない。東京―  千葉
方面は、都市の連続性は確認できないものの、事実上
一体化しているといえよう。

図 11-3 は、2017 年の国勢調査による流動人口を示 
したものである。都県全体の数字ながら、千葉県・東
京都・神奈川県の 1 都 2 県相互間において、県内・他
都県での就業・通学をする人口を示した。同一都県内
で就業・通学をしている人口が最も多いながら千葉県
境を超え東京都内に流入する人口が 71 .7 万人、同じ
く神奈川県境を越え東京都内に流入する人口が 106 .9
万と流動性が高まっている。 （天野宏司）
1）  1878（明治 11）年に、島嶼部は東京府の直轄地となっている

ものの、1887 年『東京府統計書』中に島嶼部の面積に関す
る記載は無い。従って 2017 年の数字からも島嶼部の数値
を除いた。

「千葉」平 22 修、「横須賀」「大多喜」平 23 要修、原寸） 図11-2　2012年頃の東京湾　（20 万分の 1 地勢図「東京」平 24 要修、

表 11-1　陸地面積の変化

千葉県 東京都＊ 神奈川県 合計
1887 年  4,909.45  1,424.97  2,153.73  8,488.15
2017 年  5,157.61  1,787.38  2,416.17  9,361.16
増加面積（㎢）  248.16  362.41  262.44  873.01
1887 年：各府県統計書、2017 年：「全国都道府県市区町村別面積調」
により天野作成。
＊  1887 年当時、西多摩郡・北多摩郡・南多摩郡は神奈川県の管轄で

あった。本表では、この 3 郡について、現在にあわせ東京都に含め
てある。また、1887 年当時の統計数値には、島嶼部を含まない。こ
のため 2017 年の統計数値から、島嶼部に関する面積を除いてある。

図11-3　東京都・千葉県・神奈川県における流動人口
平成 27 年国勢調査により天野作図

→千葉県
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→神奈川県
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0 40 km
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11. 東京湾 ｜ 29
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図15-2　2012年頃の輪中地帯　（20 万分の 1 地勢図「名古屋」平 24 要修、×1.05）

事に乗り出した。1877 年（明治 10）、デ・レーケは調査
を開始、1887 年（明治 20）から周辺地域の砂防工事や
三川分流、佐屋川などの河川の付け変えや直線化など
の工事を進めた。1900 年に三川分流工事が、そのほか
の工事も 1912 年（明治 45）に完成した。25 年間にわた
る大工事であった。木曽三川は、図 15-2 のように堤
防によって隔てられて分流し、河口付近を除いて合流
していない。このデ・レーケの砂防を重視した近代的
な治水工事の結果、輪中地域の洪水は激減した。

その後も治水事業は進められ、輪中景観を特徴付け
ていた「堀田」などのクリーク景観は、土地改良事業

で埋め立てられ姿を消した。これらの治水事業により、
不要と思われた輪中堤は取り壊され、洪水時の避難
を目的に石積みの上に建てられた「水屋」建築は文化
財に指定され、輪中のシンボルとなった。だが、デ・
レーケの工事やその後の治水事業が、いかに優れたも
のであっても洪水は発生する。1958 年（昭和 33）の伊
勢湾台風では、河口近くの輪中や干拓地が壊滅的な被
害を受けた。1976 年（昭和 51）には、台風 17 号の大雨
の影響で長良川の連続堤が決壊し大災害をもたらした
が、輪中堤が存続していた輪中は浸水を免れ、控堤と
しての輪中堤の重要性が認識された。 （平岡昭利）
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平野の西部、木曽川・長良川・揖斐川の中、下
流域は標高も低く、洪水の常襲地帯であった（図 15-
1）。このため水害から集落や耕地を守るため、堤防を
周囲にめぐらした「輪

わじゅう

中」と呼ばれる水防共同体が形
成された。古くは上流側だけの「尻無堤」であったが、
近世には「輪中堤」となり、その後、河川域を埋める
ように小輪中が大きな輪中に統合された。その結果、
木曽三川は輪中の間を網流することになり、河川域の
減少から洪水の危険性が増した。とりわけ濃尾平野は

東高西低の地殻運動によって、西の揖斐川が最も低い
うえ、1609 年（慶長 14）に尾張側に「御

おかこいつつみ

囲堤」という大
堤防が築造され、その後、堤防がかさ上げされたこと
もあり、洪水は一層、美濃側で多発した。度重なる洪
水を幕府も放置するわけにもいかず、1754 年（宝暦 4）、
木曽三川の改修工事を薩摩藩に命じた。薩摩藩の工事
は、莫大な費用と多くの犠牲者を出し、翌 1755 年に
完成したものの抜本的な改修には至らず、その後も洪
水は減少しなかった。

明治に入り、政府はオランダ人技師のヨハネス・デ・
レーケを招き、巨額な資金を投じて木曽三川の改修工

図15-1　1886年頃の輪中地帯　（20 万分の 1 輯製図「名古屋」明 19 輯、×1.05）
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15. 木曽川・長良川・揖斐川 ｜ 39
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